
執行額 452 412 263

計 452 412 263 240 192

－ － －

繰越し等 － － － －

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 0 412 263 240 192

補正予算 452

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

本事業は、アフリカに所在するPKO訓練センターの訓練能力を強化するため、訓練施設（講義教室、宿泊棟等）の建設・修復、資
材（机、椅子、車両、視聴覚機材等）の供与、訓練コース開催経費（教材費、講義通訳費、受講生の旅費・日当等、邦人を含む国
際専門家（講師）の招請費用（旅費・日当）等）、センターのウェブサイト整備等に当てられる。
訓練の対象は、末端の要員である場合もあるが、多くは部隊を指揮官レベルやまたは自国で訓練講師を務めるレベルのもの等を
含んでおり、訓練の波及効果も期待できる。

実施方法 □直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第３項

関係する計画、
通知等

ＵＮＤＰからの要請

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

現在アフリカには，国連PKOの7ミッション、アフリカ連合（AU)主導の1ミッションが展開している。文民・軍人共に十分且つ専門的な
訓練を受けた平和維持要員が圧倒的に不足している中、アフリカ各国は平和維持訓練センターを設立し、国レベル、地域レベルで
平和維持部隊要員の育成に取り組んでいるが、膨大な訓練ニーズに対し，既存の施設･設備、訓練コースの内容では十分な訓
練、要員養成が行えていない状況にある。当該拠出金は、アフリカ自身の平和維持能力向上支援のため、アフリカ人の平和維持
要員の訓練にあたるPKO訓練センター等の訓練能力を強化することを目的としている。

事業開始・
終了(予定）年度

平成２１年度 担当課室 アフリカ第一課 課長　赤松　武

会計区分 一般会計 施策名
　国際機関等を通じた政府及び安全保障分野に係る国際貢
献

事業番号 101
　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名
国際連合開発計画（ＵＮＤＰ）拠出金（ｱﾌﾘｶPKOｾﾝﾀｰ支援）

（任意拠出金）
担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

ｄ

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

計 240,300 192,360

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

拠出金 240,300 192,360

拠出額減額

－

(     200     )

単位当たり
コスト

６０，０００，０００（円／センター） 算出根拠 ２２年度拠出額２４０百万円÷支援対象４センター

我が国の支援により実施された訓練コースの受
講者

活動実績

（当初見込
み）

人
0 670 1139

102.2

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（２３年度）

【成果目標】アフリカの平和維持能力向上
【成果実績】全世界のＰＫＯ要員に占めるサブサ
ハラ・アフリカ諸国からの要員の割合（各年度末
時点）　（国連全加盟国数のうちサブサハラ・アフ
リカ諸国が占める割合（２７．６％）を目標値とす
る。）

成果実績 ％ 27.2 27.8 28.2 27.6

達成度

成果指標 単位 20年度 21年度

％ 98.6 100.7

執行率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

執行額 452 412 263



予算監視・効率化チームの所見

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

本件予算については国際連合開発計画（UNDP)に拠出後，我が国政府のイヤーマークに基づき支出先を決定してきており，２２年度までに
合計９カ所のセンターに支援を実施した（平成１９年度補正予算：エジプト、ガーナ、ケニア、マリ、ルワンダ、　平成２１年度当初予算：ナイ
ジェリア、ベナン、南アフリカ　平成２２年度当初予算：エジプト，マリ，ガーナへの追加支援及びカメルーンへの新規支援）。各案件の進捗状
況については、UNDP現地事務所から中間報告（案件の成果、会計報告を含む）を提出させているほか，案件フォロー用フォーマットを用いて
センター，現地大使館，現地ＵＮＤＰ事務所の３者から定期的に報告を求め，訓練受講生の人数把握や邦人講師派遣のより円滑な実施に向
けた体制を構築している。これまでに１８００名以上が我が国支援による訓練コースを受講（その多くが指揮官あるいは自国で講師を務める
レベル）している。本件支援はアフリカの平和維持能力向上に大きく貢献している。アフリカの平和の定着に向けた協力を累次に亘って表明
してきているＧ８の一員でもある我が国にとって，本件支援は有意義かつ重要な事業となっている。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

－ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮減（拠出額減額）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

一
部
改
善

拠出額減額



※平成22年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

外務省

240百万円

拠出金事務・個別事業の承

①拠出 ②個別事業

案の提出
③個別事業案の承認

A.国連開発計画（UNDP）

240百万円

事業案の形成・提出

各ＰＫＯ訓練センターと共に

承認事業を実施



C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 240 計 0

金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

拠出金 ＰＫＯ訓練センター支援 240

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

(百万円） (百万円）



支出先上位１０者リスト
A.

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 国連開発計画 ＰＫＯ訓練センター支援 240 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


